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	本研究成果で最も誇ることができるのは，超音速クローズドループでは世界で初めて1900K以上の高温度でアルゴンを連続循環できたことである。将来の商用プラントを実現するためには，何よりもこの連続循環が重要になるため，大きな成果と言える。下の図1には，アルゴン温度の時間変化を示した。この図より，45.4時間から47.8時間まで，輻射補正したアルゴン温度は1910Kから1970Kを示しており，本クローズドループを1900K以上の高い温度で約2時間20分連続的に運転できたことが分かる。

